
南海電鉄グループの環境保全の取り組み

２０１６年２月２２日

南海電気鉄道株式会社
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2015年3月31日現在

■社 名 南海電気鉄道株式会社
■創 業 明治１８年（１８８５年）１２月２７日
■本社事務所 大阪市浪速区敷津東二丁目１番４１号
■資本金 ７２９億８３６５万円
■事業内容 鉄道事業、開発事業、流通事業、

土地建物賃貸事業、遊園事業
■グループ会社 ５８社
■営業収益 ９２２億円（単体）

２，１００億円（連結）
■従業員数 ２，５７７人（単体）８，８０８人（連結）
■営業キロ程 １５４．８ｋｍ
■車両数 ７０２両
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１．会社概要



- 4 -

多奈川ビオトープ

沿線地図

高野山金剛峯寺

なんばパークス

関西空港

和歌山城



南海グループの事業
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不動産事業 流通事業

レジャー・サービス事業
運輸業

鉄 道 軌 道

フェリーバ ス
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2004年 環境理念・環境方針策定

2008年6月 環境推進部発足

中期経営計画「堅進１２６計画」の５つの基本方針

「環境保全のための取り組み強化」を掲げる

2009年6月 大阪府と「グリーンパートナー協定」を締結

2010年3月 千代田工場（大阪府河内長野市）でISO14001の認証

を取得

2012年3月 本社部門でISO14001の認証を取得

2013年3月 「なんかいの森」におけるオフセット・クレジットの

認証を取得

2014年3月 大阪府、岬町、大阪府立環境農林水産総合研究所と

「おおさか生物多様性パートナー協定」を締結

2014年4月 ＥＣＯニスト制度導入

２．環境経営のあらまし



わたしたち南海電鉄グループは「地球環境保全」を

企業の使命の１つと認識し、すべての事業活動を通じ

て環境への影響を常に配慮し、自然環境にやさしい

社会づくりに向けて行動します。
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環境理念



当社グループの普遍的なテーマを「グループ経営方針」

として位置づけます。
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グループ経営方針

（１）安全・安心の徹底

鉄道をはじめとしたすべての事業において安全・安心を徹底

（３）コンプライアンスの徹底

法令遵守、自らの社会的責任を認識、公正で健全な企業活動

（４）顧客志向の追求

地域に密着した企業として、お客さまの目線での行動を徹底

（２）環境重視

「地球環境保全」を使命として認識、事業において環境に配慮
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環境経営推進体制
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環境経営概観図

、

《南海ｸﾞﾙｰﾌﾟ「環境理念」》

「地球環境保全」を企業の使命の１つと認識し

全ての事業活動を通じて

環境への影響に常に配慮し、

自然環境にやさしい社会づくりに向け行動

《南海電鉄 「環境方針」》

・環境保全に配慮した事業活動の推進

・鉄道、バスの利用促進を通じての
環境負荷低減

・地域社会との協働、
コミュニケーションの強化

・環境に関連する
法令・条例等の順守、汚染の予防

・環境マネジメントシステムの
継続的改善

（部門共通の取り組み）１
職場で発生する環境負荷を減らす活動

省資源運動 （電気、紙、廃棄物などの削減）
業務改善（効率性追求）＋ 環境負荷低減

減らすエコ

２ （各部門での取り組み）

業務課題への取り組みの中で、環境改善を一体的に推進

（例）鉄道の利用促進、省エネ設備機器等の導入、
地域連携による緑化活動 など

環境にやさしい、という社会的価値を高める

成果を上げる（収益増、企業ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟなど）

取り組みの
価値を増やす

増やすエコ

環境に関連する法令等を順守 （リスク対応）

守るエコ３

《企業を取り巻く社会情勢》

「地球温暖化」など地球規模での環境悪化

企業の環境保全への取り組み姿勢が問われる時代

※環境への対応が企業価値を高める
※環境にやさしいことで商品・サービスに付加価値がつく
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３－１．ＣＯ２削減のための中期環境目標の設定

３－３．自治体との協働および地域活性化への貢献

３－２．森林保全活動と従業員の意識向上

３．環境経営の主な取り組み
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中期環境目標（２００８年度～２０１０年度）でのＣＯ２削減実績

背景

目 標

省エネ法対象会社３社 のＣＯ２削減目標 ３％（6,240ｔ）削減

各社の事業拡充やバリアフリー施設増のため省エネ車両の導入が困難

各社には削減ノルマは課さず、計測を開始し、数値管理を依頼

実 績

省エネ法対象会社３社 のＣＯ２削減実績 3.2％(6,600ｔ)削減

そこで

結果

３－１．ＣＯ２削減のための中期環境目標の設定



中期環境目標（２０１１年度～２０１４年度）でのＣＯ２削減実績

- 13 -

中期環境目標から継続して、グループ各社にＣＯ２削減に向けた意識が浸透

目 標

省エネ法対象会社３社 、グループ３５社のＣＯ２削減目標ともに4％削減

実 績

省エネ法対象会社３社 のＣＯ２削減実績 8.0％（11,680ｔ）削減

グループ35社 のＣＯ２削減実績 8.6％（19,394ｔ）削減

ＣＯ２削減のための中期環境目標の設定



・省エネ車両の導入（ＶＶＶＦ車両、照明のＬＥＤ化）

・駅照明のＬＥＤ化

・高効率変圧器の導入

・省エネ型空調設備の導入

・太陽光発電システムの導入

・雨水の活用

・本社・千代田工場のＩＳＯ１４００１の取り組み

・ＣＮＧバスの導入

・100％ドライブレコーダー設置によるエコドライブの実施
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ＣＯ２削減のための主な取り組み



■太陽光パネル

泉大津駅71,774kWh（2014年度)

泉佐野駅9,789kWh（2014年度)

■雨水の活用（泉大津駅） ９６１㎥（2014年度)

- 15 -

鉄道事業の環境への取り組み

12000系サザン

■省エネ車両導入

VVVF、LEDなど

泉大津駅太陽光パネル



超低床式ＶＶＶＦ車両導入

2012年度 堺トラム「茶ちゃ」

2013年度 堺トラム「紫おん」

2014年度 堺トラム「青らん」

阪堺１００１形 超低床車両「堺トラム」
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グループ会社の取り組み

観光周遊バス堺まち旅ループバス

ＣＮＧ（天然ガス）バス１２両導入

２０１５年３月より

公益社団法人堺観光コンベンション協会と共同で運行

観光客の交通利便性を高め、公共交通の利用を促進

観光周遊バス堺まち旅ループバス運行開始

阪堺電気軌道 南海バス



１．「なんかいの森」間伐とカーボンオフセット

３．ＥＣＯニストプログラム

２．環境ボランティア活動と環境イベント
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３－２．森林保全活動と従業員の意識向上
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・なんかいの森（奈良県十津川村） 約510haを所有

約４０年に渡り森林保全活動を実施しています

・２０１３年3月オフセット・クレジット認証取得

(1,928t-CO2）

「なんかいの森」間伐活動
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なんかいの森への国道も崩壊し、

2011年9月から数ヶ月の間、

道路が遮断し不通

モニタリング(計測)の途中で台風、

落雷、洪水があり、山の半分が崩壊

その結果、2013年3月に

Ｊ－ＶＥＲ認証取得が遅れた

当初、201１年度Ｊ－ＶＥＲ

認証取得を目指す。

オフセット・クレジット(J-VER)認証取得までの経緯
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実績

大幅な利用増により、800ｔ以上の

オフセットとなる見込み。(2014年度

実績321ｔ ＣＯ２をオフセット)

目標

当初、2014～2015年度で

ＣＯ２ 600ｔをオフセット

「高野山・世界遺産きっぷ」を利用して高野山に行くお客さまの

移動に伴うＣＯ２をオフセット(相殺)する

カーボンオフセット「高野山・世界遺産きっぷ」



２０１０年度から毎年実施
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車両の入れない山道を人力で数トンの土を運搬

穴のあいた道に土を入れ、踏み固めて補修

世界遺産熊野古道、高野山での道普請活動



地域の自治体、住民の方などとともに、年４回、

森林保全ボランティア活動に取り組んでいます。

高野線高野下駅周辺
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地域の森林整備活動

高野線極楽橋駅周辺



２０１４年４月１日からＥＣＯニストプログラムを開始し、

継続して取り組んでいます。

『ＥＣＯニスト』とは？

高い環境意識を持って積極的、

主体的に環境活動に取り組む

南海電鉄従業員をさします。

年度を通じ２回以上環境活動

に参加した者を「ＥＣＯニス

ト」として認定し、認定証を

授与します。

また、ｅｃｏ検定に合格してい

る者は、１つの認定活動への参

加で、「ＥＣＯニスト」と認定

します。従業員への「環境経

営」意識の浸透を図ります。

＜環境活動への従業員参加促進制度＞

- 23 -

ＥＣＯニストプログラム

４３人
８０人

３６人増加
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マンスリーレポート

マンスリーレポートで、
毎月、【特集】と「減らすエコ」

（かみ、ゴミ、電気）等について周知



１．大阪府グリーンパートナー協定

おおさか生物多様性パートナー協定

３．屋上庭園を有する商業施設なんばパークス

２．自治体と連携した環境保全活動の実施
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３－３．自治体との協働および地域活性化への貢献
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大阪府との連携

2009年6月 大阪府とグリーンパートナー協定を締結

2014年3月 以下の４者で

おおさか生物多様性パートナー協定締結

・大 阪 府

・岬 町

・大阪府立環境農林水産総合研究所

・南海電気鉄道



ビオトープ

の元の場所

２００５年当時の様子

ビオトープ

１．８ｈａ

２０１３年の様子
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多奈川ビオトープ緑化のようす



毎年開催し、数百人の方にご参加いただいている

孝子駅～みさき公園駅間の山林のハイキングと

多奈川ビオトープの自然観察会などを実施
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ビオトープハイキング
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交通かんきょう教室



「なんかいの森」のヒノキの間伐材を使って、年数回「丸太切り＆

コースター（又はコマ）づくり」イベントを沿線各地（なんば、

すみのえ、泉ヶ丘、千代田、など）で開催し、沿線の皆様に対して

環境啓発活動を実施している。
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環境イベント（丸太切り）



環境モデル都市 堺市と連携し、２０１５年１２月５日開催。

環境省認定の「重要里地里山」で間伐作業、下草刈を実施する

とともに、自治会の協力により、

地元産の食材による炊き出しを提供→地産地消の推進。

- 31 -

堺の森再生イベント



毎木調査の様子
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屋上庭園を有する商業施設なんばパークス

都会のオアシス

ヒートアイランド現象の緩和

緑の快適性

地域の憩いの場



凡 例

ハヤブサ（飛行ルート）

ハヤブサ

センダイムシクイ

コサメビタキ
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なんばパークス（鳥類分布）
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なんばパークス

日立環境財団・日刊工業新聞社主催

「第４１回環境賞」

の優良賞を受賞

アメリカの有名旅行専門誌

『Travel ＋Leisure』で、

もっとも美しい都市公園

の１つに選ばれる



中期環境目標（２０１５年度～２０１７年度）
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４．今後の活動方針

１．環境保全に配慮した事業活動の推進

・グループ会社４５社で、水使用量､廃棄物排出量

・省エネ法対象会社５社でＣＯ２排出量３％削減

・グループ会社４５社でＣＯ２排出量３％削減

５％削減、Ｊ－ＶＥＲの活用方法の策定ほか

２．地域社会との協働、コミュニケーションの強化

・環境関連事業への参画ほか

３．環境経営に係る情報発信機能の強化
４．環境経営の推進体制の強化

・ISO14001規格改訂への対応ほか



今後もＣＯ２削減や環境保全活動を通して

地球温暖化防止に貢献していきます
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環境省「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」運動の実践

モーダルシフト推進への対応

クリーンエネルギー、資源循環の活用

沿線地域との連携による環境保全活動の強化

今後の活動方針



ご清聴

ありがとうございました
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